
時

事

開

顕
.

一

圃

平
和
會
議
に
於
け
ろ
我
國
の
‡
張

P

戸

田

海

市

一【

一
家
蕾
有

の
大
戦
争
も
將
に
終
り
を
告
げ
ん
と
し
つ
》
あ
る
が
、
元
来
戦
争

の
主
穴
る
作
用
は
琶
生
活
を
急
激
に

一
破
壊
す

る
こ
ε
て
あ
る
か
ら
、
各
国
民
及
世
界
全
賠
…の
新
生
活
は
足
れ
か
ら
建
設
せ
ら
れ
ね
は
な
ら
ぬ
の
て
あ

っ

せ

、
孕
和
會
議

の
役
用
は
實

に
此
建
設
事
業
に
正
し
き
標
準
を
與

へ
る
こ
ε
て
な
一
て
は
な
譲

。
若
し
卒
和
倉
議

一
の
決
定
か
世
界
人
類

の
獲
展
に
不
適
當

の
も
の
て
あ

っ
た
な
ら
は
、
其
決
定
は
久
し
か
ら
す
し
て

一
片

の
空
文

ε

取

り
、
世
界

の
卒
和
は
再
ひ
齪
れ
て
数
年
に
亘

る
或
明
国
民

の
大
犠
牲

は
殆
ん

益

意

義
ε
な
ら
さ
る
を
得
な
い

.

而
し
て
此
破
壊
建
建
設
ご
は
本
来
同

一
目
的
の
謹
撰

て
な
く
て
は
な
ら
滋
か
ら
、
今
後

の
建
設
を
如
何
に
す

へ
き

…
や
は
、
今
日
ま
て
吾
人
か
何
の
短
め
に
職

ひ
し
ゃ
を
薄
ぬ
れ
は
自
か
ら
明
か
ご
な
る
の
て
あ

る
。
戦
後

の
新
生
活

一
の
建
設
に
は
二
方
面
か
あ
り
、

一
は
如
何
に
国
際
關
係
を
定
め
て
人
類
全
騰

の
共
同
生
活
を
建
設
す

へ
き
や
て
あ

り
、
他
は
如
何
に
凾
内
の
肚
會
階
級
の
關
係
を
定
め
て
国
民
生
活
を
建
設
す

へ
き
や
て
あ
る
。
此
面
方
面
に
付
て

…
世
人
は
往
々
別
異

の
原
則
を
立
て
ん
&
す
る
の
て
あ
る
が
、
此

の
如
き
は
理
論
上
甚
な
不
徹
底
て
あ
み
は
勿
論
、

ヒ

…
畦
寓
7問
題

李
和
書
議
に
於
け
ろ
我
国

の
主
張

第
八
巻

(
第

「
號

七
三
)

七
三



時
事
問
題

平
和
會
講
に
於
け
る
我
國
の
主
張

第
八
巻

〔第
一
號
.

七
四
)

七
四

…
今

日

の
如

く
各
國

に
於
け

る
個
人

の
日
常
生
活

か
次
第

に
世
界

交
通

ご
交
渉

を
深
く
し

℃
人
類

全
膣

の
共

同
生
活

…
の
丙
に
組
み
込
ま
れ

て
行
き
、
之
か
爲
竺

國

の
重
大
事
件
は
忽

ち
世
界

の
事
件

ヒ
な
る
か
如
き
時
代
に
於
て
は

一
事
實
上
破
綻
を
生
せ
さ
る
を
得
な
い
。

聯
合
国
及
米
国

の
政
治
家
か
此
戦
孚

は
猫
逸
の
軍
団
主
義
を
破

つ
で
世
界
に
民
衆
主
義
を
確
立
す
る
薦
め
て
あ

勇

揚
言
し
芝

ε
は
・
響

自
国
民
衆
の
戦
意
を
鼓
舞
す
乏

必
要
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
す
、
世
界
人
類
異

鳴

を
生
し
て
遂
に
戦
勝

の
結
果
を
得
る
に
至

っ
た
。
此
戦
争
を
主

張
し
π
個

々
の
國
の
個
々
の
政
治
家
や
識
者
か

如

何
な
る
動
讐

有
し
な
に
せ
よ
、
此
攣

は
馨

國
米
国
及
中
立
諸
國
の
民
衆
の
軍
団
嚢

を
打
破
し
て
民
衆

裏

毒

辛

・
の
案

・
塞

・
腎

巽

・
・
て
・
・
て
、
琵

饗

は
覆

如
何
な
る
巽

の
国
民
皇

黒
や
自
主
能
力
あ
る
民
族
に
扮
し
、
武
力
に
基

づ
く
所
の
権
威
を
以
て
支
配
を
行
は
ん
ε
す
る
武
力
的
の
帝
國
圭

.

の
破
産
を
宣
吉
し
だ
も

の
て
あ
る
。
各
国
か
竿
等

の
生
存
権
を
認
め
、
相
互

の
理
解

と
同
情

ε
馬
歯
て
世
界
的

共

同
生
活
を
虚

理
す

る
…

に
反
罫
し
、

一
の
強
国
か
其
貴
方
に
由
り
、
就
中
最
も
露
骨
な
る
武
力
に
由
り
、
他

一
の
弱
小
國
を
自
己
の
道
具
の
如
風
利
用
せ
ん
ε
す
る
こ
8
は
.
最
早
や
進
歩
せ
る
世
界
人
類
の
道
義
的
観
念
ご

一

一
致

せ
さ
る
.こ
ε
か
此
職
箏
に
由
て
明
白
ε
な
っ
た
。
交
明
國

の
内
部
に
於

て
は
貴
族
階
級
か
平
底
に
蜀
し
て
椹
カ

一

を

行
使
す
る
所
の
謹

制
度
は
夙
に
倒
れ
禁

、
今
次
の
世
界
戦
争
は
国
際
間
の
封
建
制
度
の
打
破
に
着
手
し
R

も

の
て
あ

っ
て
、
今
観
は
敵

の
側
に
於
け

る
ご
同
様
に
味
方
の
側
に
嵌
て
も
進
歩
せ
る
異
人
種
異
民
族
の
凋
立
自

f

か
實
現
せ
ら
れ
・
の
て
あ
・
。
砦

㌍

鑑

罠

族
か
先
議

濁

し
て
籍

に
濁
音

圭
し
、
民
族
罠

　
族

こ
の
間
に
於
て
貴
族
と
李
民

こ
の
如
き
征
服
看
破
征
服
者

の
關
係
を
除
く
こ
`
は
形
式
の
上
よ
り
国
際
的
民
衆

9



化
ε
弄
ぶ

へ
き
て
あ
る
が
、
此
国
際
的
民
衆
化
な

る
や
實
に
國
内
に
於
け
る
民
衆
化
に
其
根
原
を
凄

し
て
居
る
9

此
事
は
從
來
民
族
的
自
畳

に
付
て
屡
述

へ
な
所

で
あ
る
か
ら
藪
に
は
其
要
黙
を
述

ふ
る
に
止
め
る
。

人
類
肚
會
の
眞

の
進
歩
は
常
に
文
化
か
多
藪
者
に
行
き
渡

る
こ
ご
、
相
律
ふ
て
起

る
も
の
て
あ
る
。
例

へ
は
我
.

國
に
於
て
王
朝
時
代
に
は
學
問

ε
云

へ
は
漢
撃
て
あ
り
、
宗
激
も
外
囲
輸
人
の
儘

の
も
の
か
行
は
れ
π
が
文
化
か

=
潜
普
及
し
て
地
方
豪
族

の
間
に
振
ま
り
武
家
時
代
こ
な
る
に
及
ん
で
国
民
文
學
か
盛
ん
ご
な
り
、
宗
敷
も
日
本

民
族
的
の
も

の
こ
な
り
、
更

に
町
人
に
文
化
の
普
及
す
る
に
從

ふ
て
平
民
文
學
か
起
り
、
之
か
矯
め
我
か

一
般
衣

〔
化
の
上
に
民
族
的
個
性
か
盆
按
揮
せ
ら
る
、
こ
建

N
な
つ
π
、
欧
洲
に
於
て
も
上
古
は
希
臘
羅
馬

の
思
想
及
文
字

か
各
国
を
支
配
し
て
宗
鍛
も
世
界
的
て
あ
っ
な
が
、旺
更

に
文
化
か
下
層
に
普
及
す

る
に
從
ふ
て
各
国

の
國
語
及
國
.

民
文
學
か
起
り
、
基
督
激
さ
へ
も
各
国
に
於
て
特
殊
化
す
る
こ
.ε
を
防
く
に
困
難

遭
な
っ
て
來
な
。
十
九
世
紀
に

.

於
て
特
に
民
族
的
爵
豊
か
急
速
に
獲
戻
し
た
の
は
、
各
國
封
建

の
遺
習
を
除
て
立
憲
政
治
を
行
ひ
、
即
ち
四
民
李
・

一
等

の
民
衆
政
治
を
行
ふ
な
こ
ご
＼
相
伴

ふ
て
居
乃
。
具
な
続
近
先
進
諸
国

の
無
産
者
階
級
か
向
上
す

る
に
從

ひ
國

.

.家
を
否
認
し
て
世
界
士
山義
を
高
唱
す
る
に
至
り
、
之
か
爲
め
に
肚
曾
主
義
は
即
ち
世
界
主
義
な
り

ピ
解
せ
ち
る
Σ

.

か
如
き
有
様
ε
な
っ
て
居
π
。
比
熱

に
付
て
予
輩
は
屡
各
國
の
無
産
者

か
眞

に
世
界
主
義
者
て
な
く
、
彼
等
は
有
.

…
産
者

の
利
益
維
持
に
偏
す
る
か
如
き
国
家
の
制
度
を
否
認
す
る
も
、
根
本
よ
り
民
族

の
個
性
を
無
視
し
其
特
色
..㌧

…
蹂
躙
す
る
か
如
き
強
制
的
垂

一
を
主
張
す
る
の
て
は
な
く
、
實
は
彼
等
こ
そ
最
も
頑
張
な
る
民
族
主
義
者
て
あ
拳

一
こ
ε
を
指
摘
し
投
。
此
事
は
最
早
や
今
次
の
戦
争

の
経
過
に
出
て
充
分
に
讃
明
せ
ら
れ
な
ご
ε
N
信
ず
る
.が
、
特
.

だ

注
意
す
へ
き
は
露
国
墨

金
か
起
っ
て
吐
會
妻

各

ふ
烏

鷺

、
其
内
旨

容
せ
ら
れ
て
居
董

民
禁

一
一

時

事
問
題

宇
和
會
議

に
於
げ
る
我
国
の
、主
張

第
八
巻

(第

[
號

七
五
)

七
五

曜

圃



…
時
事
問
題

雫
和
倉
議
に
於
け
る
我
国
の
主
張

第
八
巻

〔第

一
號
.

七
六
)

七
六

.

一
猫
立
自
主

す

る
に
至

り
、
叉
目
下
懊
旬
國
及

バ

〃
カ

ソ
宇

島
諸

國
に
於

て
政
治

上

の
民
衆
化

か
行

は
れ

る
ど
同
時

マ

　
に
急
速

に
民
族
分
立
を
行
ひ
つ
》
あ
る
こ
建
て
あ
る
。
世
界
交
通

の
進
歩
す
る
に
從

っ
て
各
国
民
は
世
界
化
す
る

一
ご
云
ひ
得
る
が
、
此
世
界
化
穴
る
や
軍
純
な
る
査

一
や
模
倣
て
な
く
、
各
国
民

の
個
性
を
培
養
助
長
す
る
の
作
用

を
爲
し
、
從

っ
て
此
世
界
化
は
各
国
民

の
個
性
を
通
し
て
複
雑
な
る
獲
展
を
示
す
も

の
て
あ
る
。

此

の
如
一
軍
団
的

の
帝
国
主
義
を
打
破
し
て
国
際
的
民
衆
化

の
行
は
費

根
原
は
各
國
内
に
於
け
る
民
衆
化

に

一
存
す
る
か
、
国
際
間
に
於
け

ろ
ご
園
内

の
階
級
間
に
於
け
る
ε
問
は
す
、
此
民
衆
化
な
る
も
の
は
世
人
の
往
ダ
に
解

穿

る
か
如
く
輩
に
琵

隻

は
怨
毒

を
藻

τ

⇔
も
の
て
は
な
・
.
・
内
・
於
・
下
翼

暴

化
姦

求
・

る
は
公
卒
に
各
八
の
生
存
獲
展

の
機
會
を
均
等
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
の
て
あ
る
。
例

へ
は
貴
族
叉
は
富
者

の
子
に
、

.

生
れ
π
る
の
故
を
以
て
雫
域
ヌ
は
貧
者

の
子
に
封
し
當
然
に
有
利
な
る
獲
展

の
機
會
を
有
す
ご
云
ふ
か
如
き
不
公

.

雫
に
反
潟
し
、
各
人
互
に
雫
等

の
生
存
権
を
認
む
る
こ
ご
に
由

て
、
各
自
の
有
す
る
能
力
を
盲
由
に
獲
麗
し
、
以

て
共
同
生
活
に
最
大

の
貢
献
を
爲
さ
ん
こ
と
を
主
張
す
る
の
て
あ
る
。
種
々
の
民
衆
化
運
動
の
中
に
は
往
々
進
む

者
を
抑

へ
て
後

る
善

ε
雫
等
な
ら
し
め
ん
早

る
か
如
き
要
求
も
起

ぞ

氷
る
の
て
あ
る
が
、
此
の
如
き
は
眞

に
健
全
な
る
民
衆
の
要
求
す
る
民
衆
化
て
は
な
い
の
て
あ

る
。
國
際
問
に
於
け
る
民
衆
化

の
要
求
も
亦
同
様
て
あ

一
っ
て
或
国
民
か
征
服
者
な
る
か
故
に
被
征
服
民
族
に
糊
し
て
自
己
の
国
語
を
耐
制
し
文
化
を
強
制
す
る
か
如
き
不

…

傘

潔

き
、
各
農

互
に
輩

の
生
存
磐

認
め
て
各
自
の
享

・
特
別
・
能
力
特
別
・
崔

を
畠

に
震

…
過
ん
&
す
る
の
て
あ

る
。
而
し
て

一
民
族
か
他

の
民
族
を
征
服
支
配
す
る
こ
こ
を
目
的
こ
す
.る
軍
國
主
義
か
行
は

…
る
る
ご
き
は
、征
服
国
民
の
内
部

の
組
織
も
階
級
的
亡
な

っ
て
民
衆
化
を
妨
げ
る
の
て
あ
る
か
ら
、今
後
被
征
服
民



∵
瑛
か
栩
贋放

せ
ら
れ
な
な
5
は
、
征
服
國
の
↓内
部
に
於
け
る
民
衆
化
も
盆
謹
撰
す
る
こ
ε
曳
な
る
。
或
は
戦
後
【の
衣
.

一
明
國
に
於
て
は
勢
働
よ
り
も
資
本

の
缺
乏
を
威
す
る
こ
ε
甚
し
く
、
從

っ
て
資
本

の
僧
位

か
労
働

の
夫
れ
に
比
レ

…
圏

「て
高
ま
る
か
ら
、
戦
後
の
無
産
者
は
戦
前
に
比
し
て
其
地
位
を
下
な
し
、
民
衆
化

の
潮
流
に
逆
韓
を
生
す

へ
し
ε

　
り

一
の
読
む
あ
る
か
、
予
輩

の
同
意
し
得
さ
る
所
で
あ
る

(本
誌
第
五
巻
第
三
號
戦
後
に
於
け
る
軍
団
主
義

ご
民
主
々

義
参
照
)
ロ
ハ
六
戦
後

の
各
国
に
於

て
如
何
な
る
方
法
ざ
程
度

こ
の
民
衆
化
か
行
は
る

へ
き
や
は
各
國
特
有

の
事
情

一
に
出

て
定
ま

る
も
の
て
あ

っ
て
、
或
は
戦
勝
國

の
中
に
も
革
命

に
由
り
張
か
に
訴

へ
て
急
激

の
民
衆
化
を
行
は
ん
7

と
す
る
場
A
ロ
か
生
す
る
か
も
知
れ
諏
。
.

一

F

二
.

今
後

の
国
際
交
通
の
原
則
は
卒
和
倉
議

に
於
て
決
定
せ
ら
る

へ
き
て
あ
る
が
、
其
原
則
は
軍
国
的
の
帝
国
主
義

…
を
打
破
し
起
る
根
本
精
神
を
實
現
し
獲
慶
す

る
も
の
て
嫁
く
て
は
な
ら
ぬ
。
故
に
其
原
則
は
軍
国
主
義

の
復
活
を

一
一

防
止
ず
る
ε
同
特
に
、
此
主
義
ご
同
し
く
自
主
力
あ
る
後
進
民
族

の
自
由
の
獲
展

を
害

せ
ん
ε
す
る
所

の
新
な
る

…
縄
濟
的
帝
国
圭
義

の
駁
唇
を
制
す

る
も
の
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
目
下
各
國
の
識
者

の
問
に
は
國
際
聯
盟
を
結
ん　

.

て
永
久
の
雫
柑
を
確
立
す
る
の
可
否
か
熱
心
に
考
量
せ
ら
れ

つ
Σ
あ
る
。此
問
題
は
無
論
重
大
な
も

の
て
あ
る
が
、

併
し
國
際
聯
盟
は

一
の
形
式
に
外
な
ら
ぬ
。
國
際
間
に
利
害

の
人
衝
突
の
原
因
か
存
在
す
る
ご
き
は
、
如
何
な
る

}

形
式
を
設
く

る
も
眞

に
卒
粒
を
確
立
す
る
こ
ε
は
出
來
な
い
。
加
之
国
際
聯
盟

の
重
な
る
内
容
は
各
國
の
軍
備
を

制
限
し
、
其
武
力
的
行
動
に
束
縛
を
加

へ
る
こ
ε
て
あ

っ
て
、
軍
國
士
義

の
復
活

を
防
く
こ
ε
を
中
心
目
的
ε
す

る
や
う
て
あ
る
が
、
諸
大
國
に
於
け
る
民
衆
化

の
獲
展

の
矯
め
今
後
再

ひ
軍
国
主
義
を
賑
摩
せ
し
む
る
の
危
険
は
.
・

}

時
事
問
題

李
和
會
議

に
於
げ
る
我
国
の
主
張

第
八
巻

(第

一
號

七
七
)
.

七
七



時
事
問
題

準
和
倉

議

に
於
け

ろ
我
国

の
主
張

第
八
巻

(第

一
號

七
八
)

七
八

　
割
合
に
少
な
い
。
之
に
反
し
て
経
済
的

の
帝
国
主
義

の
跋
扈
す
る
危
険
は
甚

π
大
て
あ
る
。
特
に
諸
大
國
の
民
衆

・

…
の
壁
醒

の
未

π
不
充
分
な
る
矯
め
に
、
彼
等
も
此
帝
国
主
義
の
味
方
ε
な
っ
て
後
進
民
族
を
歴
迫
す
る
の
危
険
か

一
あ
り
、
我
國
の
如
き
も
此

の
新
し
き
帝
國
士
⊥義

の
爲
め
に
非
常

の
窮
境

に
陥
る
の
.危
険

か
あ
る
。
此
の
如
く
今
後

…
の
國
際
問

の
利
害

の
衝
突
か
圭

ご
し
て
経
済
的
帝
国
主
義
に
存
す
る
も

の
ご
ず
れ
は
、
卒
和
會
議
に
於
て
是
非

嘘

距

の
新
し
幕

國
妻

の
覆

を
抑

へ
乏

足
・
原
則
を
決
奪

詮

な
ら
ぬ
・

一
元
來
帝
国
主
義
な
る
詞
は
種
々
の
場
A
口
に
使
用
せ
ら
れ
て
居

る
が
、

一
般
に
強
大

の
勢
力
を
有
す
る
国
民
か
.其

一
力
を
濫
用
し
て
自
主
能
力
あ
る
他

の
民
族

の
自
由

の
獲
展
を
効
く
る
こ
ご
に
由
り
自
か
ら
利
益
ぜ
ん
ご
す
る
こ
ε

一
を
其
特
質
達
す
る
。
自
主
力
あ

る
民
族

の
個
性
を
没
却
し
て
之
を
統

一
せ
ん

こ
す
る
の
主
義
は
必
し
も
或
國
民

の

翌

を
木
位
ピ
し
て
立
論
。
ら
る
・
も
の
急

で
は
な
い
.
彼
の

蔀

・
世
界
霊
馨

の
護

の
如
き
は
其

葡

て
あ

る
が
、
此

の
如
き
統

一
主

義

に
し
て
利

己
的

目
的
を

有

す

る
ご
き
は
之
を
帝

国
主
義

と
云

ふ

へ
き
て
あ

る
。
而

じ

て
軍
国
的
の
帝
国
主
義
か

薗

の
武
力
を
基
本
こ
す
乏

反
し
、
舞

的
の
帝
国
主
義
は
圭
ご
し
て
其
経
済
上

.

の
力
に
由
り
自
国

の
利
益

を
圖
ら
ん
と
す
る
も

の
て
あ
る
。
帝
国
主
義
の
目
的
ε
す
る
自
国

の
利
益
な
る
も
の
は
、

一
物
質
的
文
明
時
代
ご
稠
せ
ら
る
」
今

の
世
に
於
て
は
、
両
市
國
主
義

こ
も
に
経
済
上
の
利
益
を
圭

こ
す
る
黙
に
於

…
て

…
致
し
て
居
る
。北
郷
に
軍
國
主
義

の
方
に
は
飴
程
浪
漫
的
の
要
素
か
多
く
、
他
の
民
族
に
適
す
る
ご
否
ε
を
問

は
す
、
之
に
自
国

の
言
語
風
俗
宗
藪
政
膿
等
の
種
々
の
文
物
を
張
制
す
る
こ
ご
に
由
て
自
国

の
文
化
を
更
に
強
大

…
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
者
も
あ
る
が
、
而
も
自
国

の
経
済
的
利
金

を
増
進
せ
ん
ε
す
る
こ
ε
に
最
も
重
き
を
置
く
福

　
　
葱

は
争
は
れ
な
い
。
此

の
如
く
両
帝
国
主
義

の
差
異

の
根
本
は
目
的
よ
り
も
寧
ろ
目
的
を
達

せ
ん
ε
す
る
手
段
の

L「

9



「上
に
存
す
.る
が
、
併
し
今
次

の
戦
争
は
財
力
漣
技
術

の
戦
争
な
り

こ
も
翻
せ
ら
る
Σ
有
様
て
あ

る
か
ら
、
軍
園
主

.

義
も
勿
論
経
済
上

の
力
に
依
頼
す
る
所
か
多
い
ε
同
時
に
、
脛
濟
的
帝
國
主
義
も
全
く
武
力
を
閑
却
せ
ん
ご
す
る

.

の
て
は
な
い
。
技
術

ε
資
本
の
力
に
出
て
維
持

し
得

る
乙
稠
せ
ら
る
玉
海
軍

の
大
皺
張
の
如
き
は
経
済
的
帝
國
主
.

義

の
特
に
好
ん
で
採
用
し
な
所
で
あ
る
。
而
し
て
此
帝
国
主
義
は
経
済
の
最
も
獲
達

し
π
大
國
か
最
も
之
を
貴
行

し
易
き
地
位
に
在

る
が
、
併
し
慶
大
の
領
土
を
有
し
て
世
界
人
類

に
貴
重
な
る
天
然
資
源

を
多
く
蔵

す
る
國
は
、

一
假
令

へ
経
済

の
慶
蓮
備
幼
稚
な
り
ε
も
其
天
然
資
源
を
閉
鎖
凋
占
す
る
こ
ご
に
由
て
他

の
國
晟

の
生
存
を
害
す
る一

.

こ
ε
か
出
来
る
の
て
あ
る
。
世
界
各
国
民

の
共
同
生
活

に
敏
く

へ
か
ら
さ
る
種
類
及
分
量
の
天
然
資
源
は
、
自
国

…
の
領
土
内

に
在
り

こ
て
之
を
自
国
に
濁
占

し
て
他
国
を
害
す
る
こ
と
は
諸
国
底
豆
に
卒
等

の
生
存
椹

を
認
め
て
世

界

的
共
同
生
活
を
替
む
の
原
則
を
破

る
も
の
て
あ

っ
て
、
他
国
を
侵
略
す
る
ご
回
し
く
帝
国
主
義
ご
云
は
ね
は
な

一

「
.

、

ぢ

ぬ

。
.

㌔

…

從
來
経
済
的
帝
国
主
義
は
多
く
の
場
合
に
武
力
を
併
用
し
な
の
て
あ
る
が
、
其
経
済
的
手
段

の
ま

な
る
も
の
を

…
塁
け
れ
は
.
第

一
に
資
本
の
豊
富
な
る
國
か
資
本
乏
し
き
國
に
謝
し
て
投
資
を
行
ふ
に
劣
り
、
其
投
資
事
業
に
直

.

接

に
附
庸
せ
さ
る
種
々
の
権
利
を
獲
得
す
る
こ
ε
て
あ

る
。
例

へ
は
先
進
諸
国
か
支
那
の
或
鐵
道
に
投
資
す
る
と

一

・

、
投
資
を
理
由
ご
し
て
其
鐵
道
沿
線

の
廣
人
な
る
麗
域
内
に
種
々
の
企
業
を
寫
す
の
凋
占
橿
を
獲
得
ず
る

…
同
時

に

か
如
き
て
あ
る
。
米
国

の
或
石
油
業
者
は
支
那
の
或
地
方
の
石
油
鑛
に
投
資
す
る
こ
ε
に
由
り
、
支
那
全
燈

の
石

ボ

…
漁
獲
掘
椹
を
濁
占
せ
ん

ご
試
み
☆
ご
傳

へ
ら
れ
て
居

る
。
此

の
如
く
投
資

の
理
由

と
し
て
匠
域
的
ヌ
は
事
業
的
の

凋
占
若
く
は
優
先
椹
を
獲
得
し
、
即
ち
塵
域
的
叉
は
事
業
的
に
人
爲
の
勢
力
範
園
を
作

る
こ
ε
は
、
.事
實
に
於
て

…

㎝
-
.

ト

時
事
問
題

平
和
會
議
に
於
け

ろ
我
国
の
主
張
.

第

八
巻

(
第

一
號

七
九
)

七
九

1

圃



時
事
問
題

早
和
會
議
に
於
け
ろ
我
国
の
⊥出
張

第
八
巻

(第

一猫

八
○
)

入
〇

一後

進

国

の
領
土

分
割

て
あ

る
。
北
極

の
利
権

獲
得

か
後
進

国
民
自
身

の
自
由
獲
展

を
害

す

る
は
勿
論

、
他

の
諸

国

一
民

の
後
進
国

に
來

っ
て
其
富
源

を
利
用
す

る
こ
ご
を
妨

げ

る
。,
故

に

一
面

に
於

て
政

治
的

叉
は
形
式

的

に
其

國

の

面

上
保
霧

約
し
、
蚤

門
戸
開
放
響

均
等
を
約
す
る
も
無
効
差

ら
さ
る
を
得
な
い
こ
農

從
家
屋
諭
し
穴

　
し

所

で
あ
る
。

我
国
は
今
後
東
洋
南
洋
方
面
就
中
贋
人
な
る
支
那
及
西
地
利
亜
の
富
源
を
利
用
す

る
こ
ε
に
由
て
生
存
獲
撰
し

一
得

る
の
て
あ
る
が
、
若
し
も
先
…進
諸
國
か
此
方
面

の
富
源

に
…謝
し
て
上
述

の
如
き
独
占
椹
を
獲
得
す
る
と
き
は
我

…
國

の
獲
展
は
永
久
に
阻
止
せ
ら
れ
.
帥
ち
特
種
の
飢
餓
戦
争

の
爲
め
に
萎
縮
せ
さ
る
を
得
な
い
。
今
次

の
戦
争
に
由

　
り
鰍
米
諸
大
國
は
莫
大

の
資
本
を
蕩
蓋
し
穴
ご
は
云

へ
、
禽
ほ
其
資
本
力
は
到
底
我
国
の
比
て
は
な
い
。
『
故
に
翼

廊

支
那
及
西
北
利
亜
を
保
全
し
て
世
界

の
宇
和
掩
齪
を
防

か
ん

と
す
れ
は
、
卒
和
倉
議
に
於
て
是
非
ε
も
此
程

の

纏
濟
的
侵
略
を
楽
土
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
戦
前

の
如
く
敏
米
に
於
て
資
本

の
過
剰
か
亘
大
て
あ
る
な
ら
は
、
此

の
如

.

き
規
約
を
立
て
る
こ
ご
は
實
際

に
困
難
て
あ

る
が
、
今
後
當
分
は
鰍
米

】
般
に
外
國
に
投
下
す

へ
き
資
本
の
鯨
諮

一
か
少
な
い
か
ら
、
此
種

の
規
約
を
立
つ
る
こ
苞
は
容
易
て
あ
る
。
世
間
或
は
墜
禾
に
海
外
投
資
の
飴
硲
少
な
く
し

…
て
我
国
に
其
鱗
硲

の
相
當
に
存

す
る
今
日
こ
そ
最
も
猫
占
権
獲
得

の
好
機
曾
て
あ
る
か
ら
、
上
述

の
如
き
利
権
凋

占
の
禁
止
を
約
す
る
こ
ど
は
自
縄
自
縛

の
愚
を
演

ず
る
も

の
て
あ
る
ε
反
射
す
る
春
か
少
な
く
な
い
。
.併
し
世
人

」は
戦
後
の
隊
米

の
資
本

の
缺
乏
ご
俄
國
の
資
本

の
際
裕
ご
を
共
に
過
大
税
す
る
弊
に
陥

っ
て
居

る
。
英
米

の
如
き

.

は

一
日
⊥
ハ
七
千
萬
圓
以
上
の
費
用
を
要
す
る
戦
争
を
今
後
街
ほ
相
當
に
永
く
縫
績
す
る
の
貴
方
を
有
す
る
程
で
あ

ロる

か
ら
、
我
國
か
資
本

の
力
に
訴

へ
て
之
ざ
競
争
せ
ん
こ
す
る
こ
ε
は
甚
だ
無
謀
て
あ
る
の
み
な
ら
す
、
此
規
約

'

1



》
.
ぞ

妾

書

詮

、支
那
及
西
北
利
亜
の
阿
戸
を
開
放
せ
し
む
を

同
謄

、
.重
大
告

源
を
有
畜

馨

藷

一
大
國
を
し
て
齊
し
商

房

開
撃

實
行
せ
し
む
る
の
前
書

し
て
必
要
な
の
て
あ
・
。
我
国
を
初
め
ε
し
て
天

熟

資
源
の
乏
し
き
世
界
の
蔑

は
、
之
を
豊
富
に
掌

る
國
を
し
て
門
戸
開
警

行

は
し
め
富
源
領
有
國
に
も
他

…
の
諸
國
に
も
之
を
濁
出
せ
し
め
す
し
て
各
国

に
公
孚

の
利
用
を
認
む
る
の
原
則
を
立

つ
る
こ
ど
か
生
存
上
の
必
要
.

…
て
あ
・
が
、
若
し
義

國
か
支
那
や
露
西
亜
の
多
あ

反
射
論
を
排
・
て
其

一
塾

坂
.藷

托
し
・
響

讐

一
獲
得
し
て
僅
か

の
勢
力
範
園
を
作

る
こ
ご
を
敢

て
す
る
な
ら
は
、
他
日
支
那
や
露
西
亜
に
政
愛
か
起
っ
て
外
人
に

.

封
ず
る
富
源
閉
鎖
主
義
を
貴
行
す
る
こ
ε
、
即
ち
国
家
自
身
か
外
國
に
射
し
て
之
を
凋
占
す
る
こ
薩

反
封
ず
る

.

の
理
由
を
失
ふ
。
又
我
国
か
此

の
如
き
利
権
獲
得
を
駕
す
こ
ご
は
實
際
に
此
等
諸
国
を
し
て
外
囲
の
侵
害
を
防
く

一
の
急
を
憾

し
め
、
共
轟

閉
碧

貴
行
を
刺
撃

・
こ
毒

聾

な
い
。
従
来
列
国
金

那
に
於
て
獲
得
し
た

る
濁
占
椹
を
今
日
直
ち
に
全
部
破
毀
す
る
こ
凝

實
際

に
困
難
て
あ
ら
う
が
、
平
和
省
議
に
於
て
は
少
窪

も
今

後
新
た
に
之
を
獲
得
す
る
こ
と
を
絶
対
に
禁
止
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。

・
三

、

纏
濟
的
帝
國
主
義

の
重
要
な
る
武
器

の
他

の

一
は
、
贋
大
な
る
土
地

ご
富
源
を
領
有
せ
る
国
民
か
不
當

に
之
を

閉
館
濁
占
し
て
他
の
諸
外
国
の
凝
展

を
妨
く

る
こ
ご
、
恰
も
國
内
に
於
け
る
濁
占
葉
巻
か
國
民

}
股
を
苦
し
む
る

…
に
類
す
る
の
態
度
を
探

る
旨

て
あ
る
。
砦

如
き
富
源

務

占
に
は
種
々
の
場
合
か
あ

っ
て
・
例

へ
は
白
人
特

　
に
英
人

か
早

く
世
界

各
地

の
重
要
部
分

・伊
領

有

し
て
有
色

人
種

の
來
佳

を
排

斥
す

る
か
如

き

、
.天
魔

大

な
る
未
.開

.

の
富
源

を
存

ず

る
國

か
妄

り
に

他
国
人

の
投

.資

企
業

を
制
限
す

る
か

如

き
は
従
来
汎

く

行
は
れ

て
居

る

所

で
あ

時
事
問
題

李
和
倉
議
に
於
け
る
我
国
の
主
張

第
八
巻

(第
】
號

入
一
)

八

}



、

時
事
問
題

平
和
會
議
に
於
げ
ろ
我
圃
の
主
張

第
八
巻

(第
一
號

八
二
)

八
二

㎝
る
が
、
其
富
源
闘
殺

の
結
果
だ
る
原
始
生
産
物

の
楡
出
を
制
限
し
、
特

に
之

に
鹸
…出
枕
を
課
し
て
他
国

の
之
を
利

用
す
る
こ
と
を
幼
く
る
濁
占
方
法
は
今
日
ま
て
幸
に
し
て
多
く
行
は
れ
す
、
只
な
財
政
の
幼
稚
に
し
て
輸
出
税
に

依
…頼
す
ろ
の
必
至
久
を
威
す
る
南
米
や
支
那
朝
鮮

に
は

　
般

の
検
出
に
課
税
し
、
叉
生
産
物
の
性
質
か
外
国
市
場
に

…
於
て
猫
占
的
勢
力
を
有

す
る
場
合
に
も
楡
m
枕
を
敲
く
る
を
常

こ
し
だ
り
帥
ち
輸
出
制
限
は
従
来
財
政
上
の
手
段

…

已

て
行
は
れ
慧

云
ふ
へ
き
て
あ
克

然
・
髭

馨

に
於
て
各
國
鞍

襲

薩

書

し
て
贋
汎
な
る
輸
出

の
禁
止
制
限
を
行

ひ
叉
鯰
田
枕
を
も
設
く

る
に
至
っ
た
が
、
戦
後
に
於

て
は
財
政
上
の
理
由
の
外
に
経
済
上
反
肚

ヂ

…
會
上
の
理
由
よ
り
し
て
原
始
生
産
物

の
喩
出
制
限
か
汎
く
行
は
る
＼
危
険
か
起
っ
て
居

る
。

戦
争
中
重
要

の
原
始
生
産
物
は
世
界
的
に
大
鉄
乏
を
生
し
、
経
っ
て
之
を
有
す
る
國
か
其
輸
出
を
禁
止
制
限
し

叉
戦
時
購
政

か
維
祷
す
る
覚
め
之
に
.鹸
…出
穂
を
課
し
拠
る
か
如
き
は
、
團
家

の
生
存
上
巳
む
を
得
さ
る
の
礎
盤
た

る
こ
ご
を
認
め
ね
は
な
ら
ね
。
戦
争

の
駕
め
に
刺
戟
.せ
ら
れ
拠

る
各
国

の
自
給
自
足

の
思
想
か
平
和
の
恢
復

ご
共

.

に
漸
次
冷
却
し
、
又
世
界

の
.資
本
か
再

ひ
豊
富

と
な
っ
て
各
地

の
豊
富
開
捜

か
盛
ん
に
行

は
れ
、
從
っ
て
重
要

の

㎝
原
始
生
産
物

の
供
給
も
幽
兄
宮
と
な
る
に
至
れ
ば
、
此
種
の
寓
源
濁
占
主
義
も
自
か
ら
弛
緩
す
る
て
あ

'6
う
が
、
…傍

一
し

一
且
先
進
諸
国
に
於
て
始
め
ら
れ
た
此
狗
占
主
.義
は
今
後
永
く
其
経
済
政
策
上
の
痕
跡
を
留
む
る
の
危
険
か
あ

一
る
。
慶
大
の
富
源
を
有

す
る
國
か
共
闘
獲

を
急
き
、
肉
國

の
需
用
以
上
に
大
量
の
生
産
を
行
ふ
て
之
を
低
廉

に
世

…
界
人
類
に
供
給

す
る
よ
り
も
、寧

ろ
共
闘
獲
に
要
す
る
資
本
勢
働

の

㎜
部
を
割
て
之
を
其
原
料

の
製
造

に
没
し
、
以

一
て
自
国
の
工
業
を
巌
達
せ
し
む
る
と
同
時

に
他
国
の
工
業

の
獲
達
を
妨
げ
る
こ
ピ
か
、
自
国
の
永
遠

の
獲
展
に
有

…
利
て
あ
る
と
云
ふ
思
想
は
従
来
よ
り
存
在

す
る
所

で
あ
っ
な
が
、
若
し
今
後
世
界
人
類

の
生
存

に
必
要
な
る
富
源一

「

圃



を
多
量
に
有
す
る
國
に
於

て
此
種

の
思
想
か
優
勢

ご
な
る
せ
き
は
、
富
源

の
乏
し
き
他

の
諸
国
は
自
己

の
生
存
磁

・

.

の
主
張
よ
り
之
に
反
尠
し
、
已
む
を
得
さ
る
場
合
に
は
武
力
に
訴

へ
て
も
此
濁
占
主
義
を
打
破
せ
ね
は
な
ら
ぬ
こ

へ

.

こ
㌧
な
る
、
即
ち
未
開
の
富
源

を
多
大
に
有
す
る
國
か
之
を
閉
鎖
濁
出
す
る
の
主
義
に
し
て
是
認
す
へ
き
も

の
ε

す
れ
は
、

一
面
に
於

て
生
存
獲
展

に
必
要
の
蜜
源
を
宿
せ
さ
る
國
か
軍
國
主
義

を
行
ふ
こ
ご
を
も
是
認
せ
ね
は
な

弓

ぬ
⊂
ご
ビ
な
乃
。現
に
我
國

の
輿
論
ん
見

う
も

」
面
に
軍
団
主
義

の
打
破

を
叫

ひ
乍
ら
、他
面

に
は
諸
大
國

の
自

一
給
自
足
論
の
盛
な
る
を
見
て
之
に
備
ふ
る
か
覚
め
我
國
も
自
給
自
足
主
義
を
探

る
の
必
要
を
認
め
、
.而
も
国
土
狭

小
に
し
て
富
源

の
貧
弱
な
る
我
・國
か
自
紺
自
足
を
行
ふ
こ

こ
は
亭
買
上
不
能
な
る
か
.嚼
め
、
大
に
軍
備
を
充
貴
し

一
て
東
洋
南
洋

に
政
治
上

の
優
越
椹
を
占
め
、
以
て
此
方
面

の
冨
源
を
我
国
に
猫
古

し
て
諸
大
國

の
自
給
自
足
主
義

…
に
封
抗
す

へ
し
ご
云

へ
る
矛
盾
し
た
主
張
か
行
は
れ
て
居

る
。
實

に
比
熱
に
於
て
は
薔
き
軍
閥
官
僚

の
思
想
ε
民

間

の
自
由
思
想
家

{
か
手
を
携

へ
て
進
む
の
歌
を
呈
し
、
之
か
爲
め
載
國

の
蜀
支
那
策

の
如
き
も
常
に
不
徹
底
な

一
る
機
會
主
義
に
堕
し
て
居
る
の
て
あ
る
が
、
之
に
類
す
る
現
象
は
鑽
り
我
国
に
止
ま
ら
す
、
欧
米
に
於

て
も
存
在

一
し
て
今
後
は

一
層
盛
ん
ご
な
る
の
危
険
か
あ

る
。

從
來
世
間

に
は
有
産
者
を
以
て
帝
国
主
義

の
張
本
人
ご
見
做
す
の
傾
か
あ

っ
な
が
、
併
し
米
国

の
資
本
家
ぽ
低

…
廉
な
る
弊
働
を
得
て
自
国

の
勢
働
者
の
版
琶
を
抑

へ
る
爲
め
に
有
色
人
跡
働
者

の
來
件
を
歓
迎
し
、
露
國
.の
貴
族
.

的
大
地
主
は
其
私
有

の
富
源
を
開
殺
す
る
爲
め
に
外
人
の
投
資
企
業
を
歓
迎
し
起
と
云
ふ
如
く
、
又

　
膿
に
有
産

.

者
は
共
猛
産

し
な
る
原
料
品

に
謝
し
て
内
外
人
を
問
は
す
、
最
も
最
高
令
提
供
す
る
者
、
邸
ち
最
も
缺
乏
を
威
す

一
菌
こ
ご
の
大
な
み
者
に
混
く
之
を
與
ふ
る
ご
云
,瀞
か
如
く
、
種

々
の
黙
に
於

て
頗
ふ
る
世
界
的
て
あ

っ
て
、
.必
し

時
事
問
題
.

平
和
癬
議
に
於
げ
ゐ
我
国
の
主
張
.

.第
八
巻

(第
一
號

八
三
)

入
王
.

、



時
事
野
趣

平
和
省
議

に
於
げ

ろ
弦
断

の
主
張
.

.
第
八
巻
.

(第

一
號

八
四
)

八
四

も
彼
等
か
只

一
の
帝
国
主
義
者
て
?

、

一
面
に
無
産
者
も
外
囲
勢
働
者
の
排
斥
を
始
め
こ
し
て
種
劣

黙
に
付

き
頗

ふ
ろ
帝
国
主
義
的
で
あ
る
こ
ご
は
予
輩

の
屡
諭
し
尭
所
て
あ
る
。
今
次

の
戦
争

に
於

て
隊
米
語
大
國
は
種
々

皿
の
企
護

財
馨

私
人
の
手
よ
り
聚

に
移
し
・
国
有
腰

の
鶉

か
蒼

く
撲

せ
ら
嚢

・
が
・
今
日
各
国

の
無
産
者
は
戦
後
に
於
て
濁

り
戦
時
中

の
緊
急
、庭
分

Σ
し
て
設
定
せ
ら
れ
な
る
国
有
國
讐
を
維
持
す
る
に
.止

獣
ら

τ

重
美

に
真
鶴

姦

張
す
へ
し
茎

張
し
で

あ
っ
て
・
其

疲

の
論
調
寛

・
に
從
來
の
値
合

本
家

一
の
如
く
自
己

の
利
益

の
爲
め
に
内
外
人

の
差
別
を
立
て
す
其
企
業
と
財
産
を
利
用
す

へ
し
ε
は
云
は
す
、
発

つ
之

「を
自
国
民
の
利
益

の
矯
め
に
私
用
す

へ
し
ε
主
張
し
、
之

か
爲
め
に
他

の
諸
国
民
か
如
何
な
る
損
害
を
蒙

む
る
や一

…
に
付
て
は
多
く
顧
慮
し
な
い
や
う
て
あ
る
。
既
に
白
人
諸
国
民
相
互
の
問

に
於
て
も
此

の
如
く
利
己
排
他

の
傾
向

ロ

か
強

い
も
の
て
あ

る
こ
す
れ
は
、
更
に
進
ん
で
異
人
種
に
も
季
導
の
生
存
権
を
認
め
、
白
人

の
過
去

に
於
て
領
有

せ
る
世
界

の
大
富
源
を
異
人
種
に
も
李
等
に
開
放
す

へ
し
ご
云
ふ
徹
底
せ
る
議
論
の
有
力
な
ら
さ
る
は
怪
む
に
足

ら
ぬ
。
国
際
關
係
よ
り
見
れ
ば
目
下
先
進
国
の
無
産
者
間

に
有
力
な
る
肚
會
改
造
意
見
は
、
個
人
資
本
主
義
に
代

一

ふ
.る
に
国
家
資
本
主
義
を
以
て
せ
ん
と
す
る
も

の
こ
評
し
得

へ
き
有
様
て
あ
る
。
散
に
戦
後
欧
米
諸
大
國
に
於
て

落

上
及
舞

上
罠

衆
化
か
盛
ん
に
行
は
れ
・
鷺

肚
會
妻

餐

行
せ
・
る
≧

姜

な
っ
て
も
・
我
國
の　

.

如
く
天
然
資
源
に
乏
し
き

講
國
は
安
.心
す
る
こ
ご
か
出
家
す
、.
叉
世
界

の
李
和
の
確
立
も
多
望

破
り
ご
云
は
れ
な

…
い
。
文
明
国
民
か
甚
大
の
犠
牲
を
撹

つ
た
北
大
戦
争

を
し
て
人
類

の
歴
史
に
有
意
義

な
ら
し
め
ん
ε
す
れ
は
、
此

…

馨

罠

量

に
大
に
反
嚢

ね
は
な
鼠

・
濁
逸
の
轟

圭
撃

益

す
・
響

に
各
国
の
無
薯

か
生
命
を

…
捧
げ
有
産
者

か
財
産
を
捧

げ
て
努
力
し
大
奥
意
義
に
得
て
夏
に
深
く
考
察
せ
ね
は
な
ら
孤
。
特
に
各
国

の
無
産
者



コゆ
比
戦
蛾
げ
欝
歓
匿
最
先
の
儀
栓
を
撫

ひ
、
、
又
今
後

り
卒
和
確
立
に
得
て
最
大
の
利
害
を
威

す
ろ
看
て
あ
る
.ε
す

.・

」れ
は
、
此
際
彼
等
は
大
に
反
省
せ
さ
る
夕
得
な
い
の
て
あ
る
。
.
私
有
財
産
制
度
に
は
対
内
掛
外
の
脛
濟
關
係
を
庭

「理
す
る
に
付
き
種
々
の
歓
黙
も
あ
る
が
、
併
し
個
人
に
代
っ
て
国
家
公
共
關
膿

か
地
主

こ
な
り
資
本
家
企
業
家
ご

」な

っ
て
外
囲
に
樹
立
す
る
場
合
に
於
て
も
、
世
界
各
國
民

の
竿
等

の
生
存
樋
を
認
め
、
人
類
全
機

の
共
同
生
活
を

奮

・
る
の
念

・

雇

。同
・
ら
な
-
て
は
、
集

の
私
有
財
馬

度
の
時
代
に
拝

レ
て
世
界

の
蓬

・
有
薯

な

「
ら
す
、
寧
ろ
多
く
の
黙

に
於
て

　
層
不
都
合
を
生
す
な
の
危
険
か
あ
ろ
。
吾
人
は
善

良
な
る
個
人
ご
な
っ
て
他
の

　
個
人
に
謝
す
る
か
如

く
、
善
褒
な
る
国
民

と
な
っ
て
他

の
国
民
に
蜀
す
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、
自
他
の
永
遠

の
平
和

8
進
歩
ご
は
竪
ま
れ
な
い
。
前
に
述

へ
し
如
く
民
族
的
又
は
国
際
的
民
衆
化
は
國
内
の
民
衆
化

の
結
果
て
あ
る
ご

同
時
に
、
國
内

の
民
衆
化
も
国
際
的
民
衆
化
に
出
て
自
由

に
頚
撰
し
得

る
も
の
て
あ
る
。
故
に
今
後
の
凾
内
の
氏

.

衆
化
の
進
行
は
国
際
的
民
衆
化
を
効
く
る
か
如
き
自
殺
的
方
向
を
探

っ
て
は
な
ら
ぬ
。

一一
園
内

に
於

て
個
人
の
生
存
装
展

の
基
本
徐
件
を
均
等
な
ら
し
む
る
の
困
難
な
る
か
如
く
、
自
主
能
力
あ
る
世

…
界
の
諸
援

を
し
て
麹

室

篠

件
を
得
せ
し
む
る
こ
　

困
難
て
あ
る
が
諒

し
國
内
に
於
て
跡

荷
健

種

・
の
制
限
を
附
し
、
糖

近
来
馨

國
大
に
慕

、政
夢

行
ふ
て
綴

金
讐

震

栄

利
を
及
ぼ
す
か
如
き

一
不
公
正
-
を
除
か
ん
と
す
る
か
如
く
、
国
際
間

に
於
て
も
世
界

の
天
然
資
源

の
大
塚
る
部
分
を
領
有
す
る
所

の
少
数一

.

の
汰
國
は
、
世
界
人
類

の
爲
め
に
其
冨
源

の
管
理
に
付
き
人
な
る
責
任
を
負
は
ね
は
な
ら
ぬ
。
諸
大
國
か
其
原
料

皿
品
輸
出
に
付
て
自
由
貿
易
を
行

ふ
場
合
に
於
て
も
、
自
国
民
は
産
地

に
於

て
直
ち
に
之
を
消
費
す
る
と
云
ふ
天
然

6

優
越
的
地
位
を
占
め
、
他

の
国
民
か
多
↑
の
運
賃

ご
時
間
ご
を
費
し
て
之
を
輸
入
利
用
す
る
に
比
す
れ
ば
大
な

一
時
事
問
題

準
和
省
議
に
於
け
る
我
国
の
主
張

第
八
崩

(第

一
號

八
五
)

八
五

ρ



時
事
問
題

平
和
會
議
に
於
げ
る
我
国
の
主
張

第
入
巻

(第
「、號

八
六
)

入
六

一
る

利
益

を
當
然

に
享
受

す

る
看

て
あ

る
。
大
國
民

か
此

の
如

き
自
然
的

の
利
益

に
満
足

せ
す

し
て
更

に
入

爲
的

に
.

他

国
民
の
利
益
を
害
す
る
凋
占
政
策
を
探

を

ご
は
、
世
界
人
類

の
名
に
於
て
吾
人
の
飽
く
ま
で
も
反
数
芸

る

一
を
得

さ
る
所

で
あ

る
。
或
は
人
類
の
共
同
生
活

に
重
大
關
係
あ
る
富
源

を
有
す
る
國
か

一
面

に
冨
源
凋
古
筆
を
探

る
も
他
面
に
外
人

の
移
住
及
企
業
の
自
由
を
認
め
る
こ
ご
Σ
す
れ
は
、
大
に
其
猫
占

の
弊
害
を
緩
和
し
得

ろ
や
う

ノ

…
で
あ
.嘉

、
後
に
論
ず
る
如
唇

國
を
し
て
外
八

の
葎

及
企
業

の
自
由
を
鬱

し
む
る
量

は
頗
ふ
る
困
難

て

あ

る
の
み
な
ら
串,
、
富
源
の
乏
し
き
国
民
も
其

の
富
豊
な
る
國
に
大
規
模
に
移
住
し
企
業
す
る
こ
ご
は
決
し
て
容

一
身
で
な
い
。
故
に
吾
人
は
重
.要
原
料

の
輸
出
に
付
て
自
由
貿
易
を
必
要

ご
す
る
の
で
あ
る
。

入
肩
稠
密
に
し
て
天
然
資
源

の
乏
し
き
我
国
よ
り
見
れ
ば
勿
論
、
世
界
人
類

の
公
.釜
よ
り
見
て
も
、
牛
和
倉
議

…
一に
於
て
は
天
然
轟

・
多
量
に
孕

藷

大
國
の
響

圭
誓

駕

・
・
.先
彦

佳
編

磐

成

・
へ
く
寛
大
な

一
ら
し
め
、
文
典
國
に
於
け
る
外
人

の
投
資
企
業
に
付

て
も
、
内
外
人
合
携
の
如
き
條
件
を
備
ふ
る
も
の
は
成

る
へ

て

汎
芝

を
認
め
る
こ
ξ

せ
ね
婆

ら
ぬ
。
特
に
従
来
の
聖

白
人
諦
國
に
於
て
外
人
の
移
住
及
企
業
に
付
き

…
…
不
公
李

猛
る
人
種
的
差
別
待
遇
を
駕
す
こ
と
の
不
當
な
る
は
多
言
を
要
せ
さ
る
所

で
あ
り
、
若
し
此
等
の
事
項
に

一
嚇
き
已
む
を
得
す
し
て
制
限
を
加
ふ
る
こ
ご
＼
す
れ
は
、.須
ら
く
人
種
民
族

の
差
別
を
問
は
チ
、
凡
て
の
外
人
に
謝

…
し
て
均
葦

制
限
す
へ
き
て
あ
・
。
只
た
各
国
民
轟

音

+み

膠

聖

活
を
馨

・
以
上
は
、
哉

内
に
於

.

け
る
外
人

の
住
居

.擦
働
,
企
業
に
付
て
全
然
内
外
八
無
差
別
を
拗
行
ず
る
こ
と
は
困
難
て
あ
る
が
、
併
レ
.原
始
生

透

物
就
中
蔑

原
料
。膠

付
て
は
是
非
こ
も
内
外
無
差
別
の
原
則
毒

筆

る
慧

を
必
警

す
る
。
其
結
果
後

.

進
國
に
於
て
財
政
上
の
必
要
よ
り
設
定
せ
る
原
料
品
輸
出
税
は
漸
次
之
を
塵
止
す
る
の
方
針
を
探
り
、
夫
れ
ま
て



偽
趣
過
的
方
法

こ
し
て
原
料
品
に
輸
出
税
を
課
す
る
場
合
に
は
、

一
面
に
同
額

の
内
地
椀
を
之
に
課
す
6
乙
ご
、

…
し
て
内
外
卒
等

の
原
則
を
實
行
ず
る
こ
ご
」
し
叉
諸
大
國
か
圭

ご
し
て
政
治
上
脛
湾
上
の
原
因
よ
り
輸
出
枇
其
他

…
の
方
法
笛

り
新
楚

欝

制
撃

行
ふ
こ
葦

　禁
止
せ
渥

な
ら
馳

而
し
て
原
笙

霧

垂

す
る
暫

制

一

霞

の
中
、
金
轡

叩
に
劃
す
る
と
原
料
品

に
封
ず
る
ε
は
或
程
度
に
差
異
の
存
す
る
こ
と
は
之
を
承
認
せ
さ
る
を
得

一
な

い
。
例

へ
は
支
那
か
防
穀
倉
を
行
ひ
、
又
半
時
欧
洲
大
陸
諸
国

の
中
に
も
不
作

の
場
合
に
穀
物
及
家
畜
飼
料

の

輸
出
を
禁
止
t

る
か
如
き
は
、
全
く
国
民
生
活

の
急
追

を
救
ふ
て
安
寧
秩
序

を
維
持
す
る
爲
め
て
あ
っ
て
、
他
國

の…

一
経

済

の
鞍
展

を
害

す

る
目
的

を
有
す

る
も

の
て
擢
く

、
加

ふ
る
に
穀
物

は
汎

く
世
界

に
生
産

せ
ら
れ

る
も

の
て
あ

…
る

か
ら
、
或

一
地
方

に
楡

旧
制
限

か
行

は
れ
て
も
、
他

の
地

方

の
供
給

に
由

り
之

吻
補
足

す

る
こ

ご
必

し
も
難

く

著

い
。
然
・
に
叢

原
料
。叩
の
生
産
は
霧

の
如
嘉

・
逼
的
に
生
肇

ら
れ
す
、
少
数
の
地
方
に
集
中
的
に
生
産

　
せ
ら
れ
、
例

へ
ぽ

綿
花

の
世
界
的
供
給
権
は
米
隅
ご
印
度
と
に
存
し
、
羊
毛
に
付
て
は
世
界
人
類
は
濠
洲
南
至
及

　

…
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
に
依
頼

丁
.る
を
要
し
、
生
縣
に
付

て
は
我
国
ご
支
那
こ
か
重
要
供
給
着
て
あ
り
、
黄
賦
は
昏
國
之
を

…
間
度
に
仰
か
ね
は
な
ら
識
。
故
に
重
要
原
料
生
産
国

は
世
界
の
猫
占
者

と
し
て
他
国
民

の
…醤
血
を
絞
る
こ
ご
か
必

一
し
も
不
能
て
な
い
。
足
れ
孚
和
倉
議

匹
於
て
重
要
原
料
品
の
濁
占
を
防
止
す
る
の
特

に
必
要
な
る
所
以
て
あ

る
。

我
国

の
生
存
の
爲
め
に
は
混
く
世
界
各
地
よ
り
自
由
に
原
料
を
得

な
く
て
は
な
り
ぬ
。
世
人
か
往
々
支
那
の
天

…
然
資
源
を
自
由
に
利
用
し
得
れ
ば
我
国

の
獲
展
か
保
栂
せ
ら
る
＼
如
く
諭
†
る
は
誤
解
て
あ
っ
て
、
我
国
は
更

に

一複
雑
に
し
て
大
規
模

の
蛮
展
を
駕
さ
ね
は
な
ら
ぬ
。
併
し
隣
接
せ
る
支
那
及
西
北
利
亜
の
富
源

か
我
国
に
取
っ
て一

一
最

も
重
要

な
る
こ
ご
は
争

は

れ
な

い
。
従
来

先
進

国
は
支

那

に
謝

し
て
門
戸

開
放

を
主
張

し
、
叉
支
那

に
於
け

る

一

、

時
事
問
題

李
和
倉
議
に
於
σ
み
我
国
の
主
張

.

第
八
巻

(第
一
號

八
七
}

八
七

ρ
.

`

e



.

時
事
問
題

霜

會
謬

馨

・
我
国
の
轟

笑

資

望

號

人
入
)

八
八

鯨

國
の
活
動
に
付
て
纏

會
均
等
の
原
則
笠

て
た
の
て
あ
・
が
、
此
秀

・
や
莚

畿

か
奨

な
柔

開

.

の
富
源
は
之
を
其
領
有
國
に
於
て
饗

す
へ
き
も
の
て
?

、
叉
固
よ
り

三

の
醤

か
之
に
醤

凋
夏

縫

趣

警

主
張
す
へ
き
も
の
て
夢

、
其
利
用
に
付
て
茎

人
類
塞

歪

参
加
し
得
る
芸

ふ
国
際
道
徳
上
意

憩

を
根
饗

し
な
毛

は
な
畠

。
支
那
翁

國
な
る
か
整

特
に
諸
張
國
か
之
隻

那
猿

制
す
る
も
の
舜

メ

し

て
は
な
鼠

。
芒

も
我
国
か
英
米
馨

実

國
縛

し
て
経

ハ富
源
猫
占
を
認
む
る
芸

ふ
、不
徹
底
の
譲
歩

一

養

寒

き
は
、
早
晩
嘉

も
旦

原
則
丞

嚢

・
適
用
皇

張
・
・
決
・
て
永
く
屈
諾

の
第

超

灌

、

紘

こ
譲

な
い
.
呪
ん
蔓

那
思

想
界
・
於
・
・
墨

黒

還

論
か
侵
勢
…

て
、
馨

へ
財
堅

の

滅

因
に
出
つ
詮

は
云
へ
、夙
に

疲

的
楡
鍵

を
設
け
て
饗

よ
外
人
の
富
源
利
用
を
躍

・
、近
來
は
利
欝

一
般
論
、
外
人
企
業
禁
止
論
.
鑛
物
就
中
鐵
鑛
国
有
論
の
如
き
排
外
思
想
か
盛
ん
ご
.な
っ
て
着

々
之
を
實
現
せ
ん
ε

皿
し

つ
島

る
か
ら
、
若
し
も
卒
和
命
.議
に
於
て
先
進
国
聾

し
富
源
猫
占
を
認
莞

な
ら
は
、
支
那
は
急
速
力
を

.

以
て
排
外
閉
鎖
の
国
策
を
進
め
、
以
て
我
國

の
生
存
を
危
ふ
ナ

・
に
至
る
を
見
れ
な
い
・
轡
て
諭
し
姦

義

國

、

・

縫

警

鱒

飢麺

廉
剛法弊
鍵

露
綴
羅

繍
雌雄

の
公
奮

ち
屡

剥
の
嚢

を
養

す
る
に
は
充
分
の
力
か
あ
・
。
豫
て
よ
り
予
馨

表

せ
る
如
.義

國
髭

…
公
署

・
主
張
毒

灘

公
・
…

、聯
合
国
機

雷

的
も
結
髪

主
張
の
窺

に
在
る
こ
器

馨

し
.め
・

一
二
千
世
紀
の
世
界
暦
岩

作
る
持

義

票

之
を
指
導

る
底
の
識
讐

勇
蓼

を
示
し
蓑

ら
は
・
此
轟

轟
.か
我
国
の
響

に
も
人
類

疲

の
爲
め
に
美

に
有
嚢

・
・な
・
こ
差

出
來
鑑

て
あ
る
が
・
ネ
産

し
て



鯛

職
以
來
我
國

の
態
度
の
瞬
昧
不
徹
底
な
る
か
爲
め
に
今
日
我
国
は
凋
逸
に
次
て
世
界
の
憎
悪
を
受
一

る
か
如
き
、

」状
を
呈
し
て
居

る
。術

ほ
丞
,和
倉
議

に
於
て
濁
逸
植
民
地

の
施

分
は
重
要
の
問
.題
こ
な
る
の
て
あ
っ
て
,
英
国
の
興

奮

は
飽
裁

て
之
を
自
国

に
頓
有
す
る
こ
蕃

主
張
し
つ
・
あ
み
。
我
国
は
敢
て
英
国
の
領
有
に
反
封
ず
る
の
必

「要
を
認
め
な
い
が
、
併
し
慨
に
世
界
の
面
積

の
人
な
る
部
分
を
領
有
す

る
英
国
凄
し
て
、
更
に
贋
大
な
る
猫
逸
植

一
民
地
を
領
有
せ
し
む
ろ
こ
ご
㌔
す
れ
は
、
同
時
に
富
源
開
放

の
原
則
を
確
立
す
る
の
必
要
か
盛
大
こ
な
る
、
從
來

…
英
人
は
其
の
建
設
せ
る
植
民
地
に
於
て
極
端
に
異
人
種
排
斥
を
行
ふ
の
過
失
を
敢
て
し
な
が
、
併

し
其
富
源

に
至

蚕
纏
騨
牒
踊
縫
師
際
糊難
胴欝
際
頭羅
調
灘
麟
磁
構
飾縫
雛鼓

…
戻
せ
ん
痩
す

乃
菰
ら
は
、
英
国
は
最
早
や
道
徳
上
郷
逸
植
民
地
を
領
有
す
惹
の
権
利
を
有
せ
さ
る
も

の
と
云
は
ね

●
.
.

.

は

な

ら

ぬ

。

　

一'
.

四
.

●

世

界

の
季

和
を
維
持
し
て
人
類

の
共
同
利
益
を
進
め
る
か
爲
め
に
は
、
輸
入
に
付
℃
も
各
国
か
成

る
へ
く
門

　
戸
開
放
主
義

を
探

る
こ
ε
を
利
益
こ
す
る
が
一
併
し
後
…進
國
か
経
済
上
の
獲
達
を
困
る
か
爲
め
に
は
保
護
貿
易
を

錬

る
の
乱
雲

.得

さ
る
場
合
か
あ
.り
、
養

進
國
か
適
當

の
保
護
策
を
探

っ
て
其
欝

の
潅
砦

圏

る
慧

は
人

.

類
全
盤

の
獲
展

の
上
に
も
有
利
て
あ
る
。
極
端
な
る
自
由
貿
易
論
者

の
主
張
す
る
か
如
く
世
界

の
卒
和

の
爲
め
各

…
國
に
自
由
貿
易
を
強
制
す
る
こ
ご
は
、
先
進
国
を
し
て
後
進
国

の
獲
展
を
抑
慶
せ
し
む
る
の
結
果
ご
な
り
、
即
ち

　
先
進
国

の
輝
濟
的
帝
国
主
義
を
實
現
す
る
の
手
段

ご
な
る
を
免
れ
な
い
。
廣
人
な
る
富
源
を
有
す
る
國
に
向

っ
て

r

　
塒
蕎

頭

霜

省
議
に
於
け
ろ
我
国
の
嚢

笑

巻

(華

號

八
九
)

八
九

F

巳

圃



時
事
愚

薪

會
議
に
於
け
ろ
我
睡
皇

張

笑

巻

(篁

胱

九
9

・

九
Q

荘
界
人
類

の
矯
め
に
其
富
源
を
開
放
せ
よ
ご
要
求
す
る
こ
と
㌧
、
或
国
民
に
謝
し
其

の
購
買
す
る
こ
と
を
欲

せ
さ

.

る
外
囲
品
を
張
て
購
買
せ
よ
ご
要
求
す
る
こ
ξ

は
、
要
求
の
性
質
に
於

て
大
差
あ

ろ
こ
蕃

認
め

ね

は

な

ら

ぬ
。
又
多
年
各
国

か
保
護
貿
易
を
行
ふ
て
真
下
に
各
自

の
産
業
か
磯
達
レ
つ
》
あ
る
に
方
り
、
俄

か
に
保
、護
を
撤

.

屡
し
て
其
産
業
界

を
撹
観

せ
し
む
る
か
如
き
要
求
は
事
實

に
於
て
貴
行
す
る
を
待

球
い
。

㎝
輸
入
税
は
各
国
窪

意
の
決
定
接

す
・
姦

饗

す
を

き
は
・
之
皐

和
會
議
の
蟹

乎

る
旨

論

難

て
あ

っ
て
、
各
国
か
相
野
に
通
商
條
約
を
結
ぶ

&
云
ふ
從
來
の
方
法
に
由

る
の
外
は
な
い
ゆ
只
穴
従
来
各
国
の

経

験

せ
し
如
二

見
ひ
保
護
貿
.易
を
採
用
す
れ
は
當
業
舞

利
害
關
係
よ
り
し
て
次
第
に
其
保
護
か
過
大
蒙

り

　

礎

其
結
饗

し
て
昌

に
も
騨

膠

も
有
害
な
癌

占
的
禽

か
鷺

玄

の
弊
を
生
し
易
い
。
壁

書

.

」會
議
に
於
て
は
各
国
成
る
へ
姦

人
税
に
什
て
愼
雰

態
磐

探
る
窪

を
約
す
・
は
決
し
て
無
用

の
業

て

な一

…
い
。
過
大
の
保
護
税
の
爲
め
盛
ん
に
濁
占
的

な
る
合
同
か
獲
生
し
て
時
に
世
界
市
場
を
掩
捌
す

る
所

の
米
国
に
…封

㌧

て
は
各
堕

致
し
で
如
上
達

意
を
促
か
†
・
蕃

遍
嘗

ず
る
。
我
国
も
既
に
可
な
り
強
度
の
侏
離

易
國

…
て
あ

っ
て
、
此
上
更
に
保
護

の
程
度
を
張
む
る
こ
と
は
概
し
て
不
適
嘗
て
あ

る
。
世
間
に
は
戦
時
に
勃
興
せ
る
新

一
工
業
を
戦
後

の
列
国
競
争
に
謝
し
て
保
護
す
る
爲
め
大
に
輸
入
税
を
増
加
す

へ
し
ご
主
張

す
る
者
少
な
く
な
い
。

予
輩
も
絶
対
に
其
増
加
の
必
要
な
し
至

張
す
暑

て
は
蔭

が
、
併
し
職
鷺

勃
興
せ
し
妻

の
重
な
る
も
り

…
ほ
露

玉
蕃

化
學
工
著

て
あ
っ
て
、
其
中
の
重
警

・
製
繋

及
化
學
染
料
漿

品
生
産
業
に
付
て
は
謄

…
翅
厘
補
助

や
免
税

の
方
法
か
設
け
ら
れ
、
又
製
鐵
業
は
棄
て
よ
り
盲
管

の
模
範
工
場
か
存
在
し
て
居

る
。
一ル
來
此

種

の
工
業
の
生
産
物
は
他

の
生
.産
業
に
勤
し
て
生
産
財
拠
る
の
地
位
を
占
む

る
も

の
て
あ
る
か
ち
、
保
護
税
に
由

`

噛



芝

葺

婁

ら
し
む
る
こ
農

疲

生
墾

農

肇

署
す
・
鐸

か
あ
・
・
故
に
磐

?

保
護
貰

外
の

護

就
主

業
憲

の
設
備
や
工
業

葛

籠

・
理
化
器

霧

・
活
動
・
如
・
方
猪

害

之
島

長
ず
る

濾

適
當
手

・
。
戦
争
暴

國
.窃

用
嚢

か
高
唱
せ
ら
れ
つ
島

・
が
、
著

書

約
手

罠

楚

謝
し
て

　國
農

用
蕩

誘
。
・
、
藁

藁

嫌

い
か
・
、.
園
内
養

・
・
葵

婆

委

・
國
寒

詣

讐

成
る
ヘ

マ

国
産
を
鶏

し
て
其
鍵

語

る
旨

か
適
嘗
て
あ
・
。
芒

我
国
新

興
事
業
を
保
護
す
る
斜
め
更
美

に

　
輸
入
磐

引

上
け
・
、
外
囲
品
・
排
斥
・
ヨ

、
諌

國
に
向

っ
て
門
戸
捜

垂

球
す
る
か
智

は
矛
辱

あ

名

。
支
那
は
年
来
共
輸
入
税
の
引
よ
を
璽

・
、
含

は
利
爾

係
箭

に
・
漏

立
野

・
の
盤

上
よ
り
所

謂

霰

恢
磐

要
求
す
る
こ
爵

於
・
罠

薮

・
て
居
・
の
て
・
嘉

、
支
那
の
楡
人
爵

走

出
て
最
大
の

.

打
撃

蒙
む
・
も
の
畿

國
の
棄

て
あ
ゑ

ら
、
簗

語

髭

趨

に
付
て
燕

窩

情
的
盤

を
探
る
に

藷
ボ耀
謙
総

髭

謡
埆舞

細讐

溝

難

鵬鰐
離髭

疫

掌

・
こ
藷

轟

歯

瞥

な
・
。
論
者
は
或
は
膿

關
係
・
慮
翠

詮

縫

力
を
以
て
し
得

へ
き
も

…
の
て
あ
っ
て
蠹

毒

顧
慮
を
必
要
こ
せ
芝

論
ず
る
か
も
知
れ
寮

、
此
の
如
き
意
見
儀

式
の
霞

圭
馨一

…
の
世
界
観
て
あ
っ
て
、
五
.人
髪

世
的
界
大
戦
雷

由
・
世
界
人
類
異

同
生
活
に
新
紀
元
を
.劃
k

各
国
互
に

李
等
の
生
存
塔

馨

島

原
則
毒

立
し
、
之
に
出
て
各
国
の
轟

の
製

聾

行
せ
し
め
ん
手

る
の
て
あ

…
。
耀

旨

前
の
利
害
關
墜

・
見
・
も
官

裁
國
の
霧

手

・
所
擁

護
讐

増
し
て
小
頚
の
國
内
需
碧

・

官

給

す

る
よ
り
噛
、
諸
外

國

を
し

て
我
楡

出

に
封

し
大
に
門

戸
開
放

布
行

は
し

む

る
こ
ざ
て
あ

る
。

.

時
事
農

.

.
蒲

墓

装

筈

蕎

・
圭
振

」

第
八
竺

笙

號

九
;

九
」

、

噛

.,



酢
藩

題

薪

會
議
に
於
・
義

國
の
歪
.

笑

套

讐

號

沁
二
)

九
二

弦

。
各
國
・
盆

・
藷

籍

・
付
皐

審

議
・
於
・し
是
非
　

疲

・
黎

・
.置
く
へ
壼

栗
色

棄

奮

て
居
る
。
蟹

覆

に
於
て
暮

國
の
通
農

約
瞬

・
轟

描糠

懸

國
義

義

刑
す
へ
き

毛

み
.

。
。
保
護
貿
易
碧

昆

嚢

か

語

。に
保
護
策
の
貴
行
霧

・
、
牲
病

・
の
相
手
国
養

募

利
益
姦

を

一
行
ふ
。
蕃

不
襲

・
し
む
る
碧

天
に
之
窺

撃

・
・
て
あ
・
が
、
讐

爵

か
聾

嚢

を
探
っ
て
蒙

囎

待
遇
。
厚
薄
の
差
少
附
す
る
.」
と
溢

れ
・
羅

問
・
非
常

霧

優
星

・
・
.忌

結
ん
で
他
を
排
す
る
か

一
如
蔭

謀
か
跨

に
行
は
れ
て
蘇

書

欝

秘
密
外
交
・
拳

・
の
弊
か
盛
ぎ

・
り
・
其
黄

躇

か
近
隣

　
の
小
畿

を
聲

毒

摩

る
か
如
・さ
萎

も
起
っ
て
、
國
騎

係
か
巖

の
馨

呈
す
る
に
至
る
髭

れ

な

一
い
。
特
琴

次
の
馨

に
由
・
擾

・
自
決
皇

か
行
は
れ
・
結
馨

し
て
姦

の
小
邦
雰

辛

る
に
至
る
と

.

き
は
、
紫

小
邦
相
互
の
型

麹

室

し
響

、
罷

の
醤

か
之
梟

し
差

鼻

心
蓮

ふ
せ
ん
ど

す
る
,

あ

議

か
甚
莫

蒙

る
・
て
あ
・
奮

、
此
際
譜

表

綾

正
・
無
條
鍵

讃

主
義
蒜

ふ
て
亙
網

結

、羅

雛

鷺
雛
狸
掘総
難

鞭
糠

瀦
ギ綴
勤勉納鰭

%

こ
暴

禦

の
て
あ
.。
が
、
盆

先
つ
霧

塑

・
奨

邦
か
分
響

、
簷

馬

は
兎
も
角
鷺

は
世
話

至

高

。
結
束
も
恐
ら
く
大
・
聾

す
る
こ
モ

・
・
て
・
・
う
が
、
砦

袈

小
邦
分
裂
の
輕

界
に
疑

…
早
巌

大
國
の
勢

均
衡
ご
云
奏

き
仕
難

曲
・
翁

を
維
持
・
た
・
か
如
き
方
珪

籍

せ
.ら
れ
な

い
か

…
ち
、
此
新
世
界
建
設
に
葦

・す

や
所
・
霜

會
藩

於
て
は
■霜

韓

・
療

則
青

立
す
る
こ
あ

必
妻

る

…
は
明
か
て
あ
る
が
、
其
癖

則
の
史

」
最
も
舞

・
・
も
の
は
轟

の
開
放
.燕

鋒

最
恵
塑

華

て
あ
る
・

.

噛



妻
蝿
彪

春
風
総

謹
算

,霧

臨
棒

鼻

彎

曲
ぐ
か
爲
詮

も
.、
又
鼠

互
簿

外
踏

鍬
と

職

位

め
態
度
を
探
ぞ

世
界
皐

和
を
保
つ
謬

に
も
、
鋭
傑
件
懸

國
妻

を
葎

旛

行
ず
る
こ
ご
を
必
要
手

落

。
特
に
從
來
の
如
く
世
界
文
明
國

一
般
か
無
償
件
濫
悪
國
主
義
を
準
奏

せ
る
に
方
り
、
濁
り
北
米
合
衆
国
及
之
.

一
に
倣

へ
る
南
米
茜

か
條
件
付
最
恵
國
妻

を
探
っ
て
之
に
臨
み
、
以
て
汎
麦

唄
國
の
市
場
に
最
恵
待
遇
を
受

咳

ら
、
.自
國
は
之
に
射
し
て
鋒

婁

・
・
・
…

長
薯

響

與
へ
・
・
雲

・
・
如
麗

劣
・
態
譲

.

人
類
の
彪

於
て
之
を
纂

せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
義

果

東
諸

於
て
門
戸
開
放
難

境
鍔

原
則
を
饗

す
る

…

高

し
丸

米
國
か
墨
其
西
古
以
南
全
米
諸
国
に
於
て
同

一
の
原
則
を
準
守
す
へ
き
は
言
を
待
謎

・

五

.
以
上
に
述

へ
な
我
國
の
主
張
は
何
れ
も
聯
合
諸
因
及
米
国
の
政
府
か
責
任
を
以
て
其
国
民
及
全
世
界
に
公
言
し

、

一
た
所

。
馨

目
的
。
。
も
の
よ
,
當
然

崖

・
來

ろ
結
論
・
皆

、
何
新

し
き
要
求
て
な
≦

、
距

泄
秀

公

約

の
履
行
を
求
む
歪

過
き
な
い
。
叉
我
國
か
之
を
主
張
す
あ
に
は
世
界
人
類

の
名
を
以
て
す
る
を
得

へ
き
事
柄

…
て
あ
る
。
ロ
ハ
允
我
国
か
今
日
之
を
主
張
す
る
に
付
て
は
免
職
争

に
關
し
て
我
国
か
聯
合
国

ご
締
結
せ
る
僚
約

の
上

よ
り
何
等
か
の
束
縛
を
受
く
る
こ
ご
な
き
や
を
考

へ
ね
は
な
ら
ぬ
が
、
世
人
は
往
々
我
国
か
聯
合
国
側

の
巴
里
脛

一
濟
同
盟
に
加
入
せ
る
こ
オ
を
以
て
、
我
国
か
上
述

の
如
き
主
張
を
駕
す
こ
と
に
制
限
を
加

へ
ら
る
玉
こ
と
な
き
や

を
問
題

ご
し
て
居
る
や
う
て
あ
る
。
此
同
盟
僚
約

の
中
に
は
戦
後

一
時
的
及
永
久
的
に
中
隊
同
盟
側

に
謝
し
て
脛

.

濟
上
不
利
の
待
遇
を
與
ふ
る
ε
同
時
に
、
聯
合
國
相
互
.の
問
に
は
中
立
国
に
封
ず
る
以
上
の
好
待
遇
を
與

へ
て
、

纒

濟
上

の
互
助
を
行
ふ
ご
巳
を
規
定
し
て
あ

る
が
、
既

に
暴
論
せ
し
如
く
戦
後
も
中
激
側

に
封
し
て

一
種

の

「
ボ

時
事
問
題

平
和
會
議

に
於
け

る
我
国
の
圭
強

第
、八
巻

〔第

「
號

.九
三
)

九
三



」

時
事
問
題

平
和
會
議
に
於
け
ろ
我
国

の
主

張

第
八
巻

〔第

一
號

九
四
)

九
四

一
イ
コ
ツ
ト
」
を
行
ふ
ε
云
ふ
ご
ε
は
、
明
か
に
武
力
に
代
ふ
る
に
紹
濟
力
を
以
て
し
て
戦
争

を
縫
綾
す
る
こ
ご
を

翫
楓
味
し
、
此

の
如
き
特
種

の
戦
争

を
綴
縛
…す
る
場
合
は
、
聯
合
國

の
戦
争
目
的

か
武
力
に
由
て
達

せ
ら
れ
す
、
即
ち

調
逸
及
之
に
從
攣

る
中
欧
諸
國
の
軍
國
嚢

を
破
る
・
系

出
来
す
、
之
か
爲
め
武
力
戦
書

休
止
芸

後
に

於

て
も
濁
逸
側

か
依
然
ご
し
て
其
掛
外
経
済
活
動
を
侵
略
手
段
に
供

す
る
場
合
に
限
る
へ
き
こ
ご
は
、
同
盟
條
絢

一
の
諸
僚
項
に
於
て
濁
逸
側
の
不
當
の
優
退
叉
は
不
正
の
競
争

に
野
抗

す
る
か
覚
め
に
ε
云
ふ
夾
角

の
存
す
る
こ
ご

一
を
見
て
も
明
か
て
あ
り
、
叉
道
理
の
上
よ
り
雪
ふ
も
翼
に
聯
合
國
か
濁
逸
側
ご
友
情
李
布
を
恢
復
す
る
上
は
、
、之

一
に
謝
し
て
経
済
手
段

に
由
り
戦
争

を
織
綾
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
不
能
て
あ
る
。
聯
合
國
は
如
何
な
る
犠
牲
を
佛
ふ

…
も
、
楚

武
力
に
て
不
可
な
蠧

毒

無

力
に
訴
へ
て
も
、
鍵

の
軍
國
主
義
を
打
馨

説

は
止
享

ε
決

　
コ

…
し
だ
の
て
あ
る
か
ら
、
今
後
雫
和
倉
議
を
開
て
之
ε
国
交
を
恢
復
す
る
こ
ご
あ
り
ε
す
れ
は
、
其
は
」必
ら
す
濁
逸

.

の
軍
国
主
義
か
打
破
せ
ら
れ
、
從
っ
て
之
に
謝
し
経
済
戦
を
行
ふ
の
必
要
消
滅
し
拠
る
場
合
て
欺
く

て

は

な

ら

[ね
。
故
に
予
輩
の
上
述
の
主
張
は
何
篠

約
去

制
肘
を
受
～
る
こ
簾

ε

て
提
唱
・
得
・
所
で
あ
・
.
加
之

漉

同
羅

約
。
覆

。
解

る
籍

。
中
、
蛋

嚢

ご
職

,。
奉

和
。
確
者

島

喜

る
聯
禽

の
問
に
・

薫

轟

を
共
陰

利
用
し
、
叉
交
通
を
優
に
。
て
鋒

上
。
に
相
助
く
る
ご
云
・
繧

の
存
す
る
こ
・
は
、
即

ち
本
來
準
和
の
目
的
を
有
す
る
諸
國
の
闇
…に
於

て
今
後
當
然
に
存
立
す

へ
き
経
済
關
係

の
如
何
な
る
も

の
拠
る
へ一

一
き

や
を
指
示

し
な
も

の
て
あ

っ
て
、
此

の
如

き
條
項

の
存
す

る
こ

ご
は
實

に
聯
合

国
及

米
國

の
戦
争
目
的

を
公
示

.

せ

る
こ
ε

』
共

に
吾
人

の
主

張
を
・裏
書

き
す

る
も

の
に
外

な

ら
諏

の
て
あ

る
。一

一
吾
人
の
以
L⊥
の
主
張
ご
月
英
同
盟

漣
の
關
係
に
付
て
も
弦

に

「
考
す
る
の
必
要
か
あ

る
。
目
下
米
國
政
府
に
於

9



陵

は
勿
論
、
英
国
政
府
に
於
て
も
熱
心
に
国
際
聯
盟
を
主
張
し
て
居
を

毛

あ
る
。
從
嚢

隊
の
、歴
代
丙
閣
の

一
外

交
は
日
英
同
畢

櫃
馨

し
、
英
國
の
力
に
出
て
国
際
間
に
於
け
る
地
位
の
安
」固
を
間
り
・
叉
此
同
盟
の
蔭
に

確

れ
て
極
東
に
ル
勢

小
財
力
姦

ひ
來
つ
た
の
て
脅

が
、
暫

英
票

率
先
し
て
國
購

盟
を
表

す
る
以

王

は
、
』
英
国
嬰

最
早
や
實
質
に
於
て
苧

し
砦

の
て
あ
・
.
否
な
倉

の
如
く
露
国
か
先
つ
勢
力
を
失
ひ
.

一
続

坐

、響

も
勢

奥

,つ
た
以
吉

、
形
式
上
の
存
簿

係
は
争

聾

走

旨

蕎

盟
の
努

は
槻

す

。
筈
イ、
あ
る
。
故
に
今
後
の
我
国
は
企
画

力
を
以
て
世
界
列
國
に
翌

せ
ね
は
な
ら
ぬ
の
て
あ
嘉

・
此
璽

の
基
本
姦

す
も
の
は
国
際
的
嚢

の
主
張
を
内
容
青

る
國
砦

愛
国
心
・
鼻

に
は
な
い
・
否
な
我
罠

に

.

と

丸
国
際
的
正
義
を
國
書

し
て
立
つ
な
ら
は
、
世
昊

類
か
鑑
暴

味
方
て
脅

・
捷

っ
て
茜

は
世
界
漏

歩
す
る
こ
ε
か
出
来
る
。
我
国
か
此
態
度
を
探
っ
て
初
め
て
支
那
や
露
西
亜
の
信
用
後

復
し
・
世
人
の
希
望
す

.

る
か
如
き
日
支
親
鴛

日
籟

善
も
貴
現
せ
ら
れ
る
の
て
あ
る
。
或
竪

蔀
の
馨

の
想
像
す
る
如
く
覆

の
世

.

界
か
英
莱

あ

競
争
無

害

な
き

ご
あ
り
手

る
も
、
我
国
は
決
し
て
.何
れ
の

一方
に
も
偏
し
て
は
な
ら
ね

常
に
必
至

露

呈

書

の
肇

書

し
て
妾

ね
は
な
ら
ぬ
。
英
国
饒

旨

米
闘

の
璽

観

し
て
は

一
同
盟
條
約

の
責
任
を
免
れ
ん
と
ず
る
英
米
仲
裁
條
約
を
結

は
ん
乙
し
π
こ
と
も
あ
る
の
て
あ
る
か
ら
、
今
後
我
国

.

か
英
米
の
紛
争
に
關
し
て
中
立
を
守
む
る
に
付

て
は
何
等

の
逗
慮
を
要
し
な
い
筈
て
あ
る
。

大

我
國
か
砦

如
拳

幕

議
に
於
て
列
國
の
宴

・・し
経

書

的
の
徹
底
農
.
行
藁

求
.k

世
界
人
類
の
名

雇

於
て
正
義
ご
霜

と
基

礎
馨

の
確
者

主
張
す
る
・
譲

、
箆

我
国
の
道
震

興
量

大
の
關
躯

存

.

華

麗

霜

慧

・
於
・
義

野

義
.

突

巻
.
(笙

眈

九
罫
)

九
五

■



時
事
問
題

不
和
省
議
に
於
げ
る
我
国
の
主
張

第
八
谷

(第

}號

九
山ハ)

九
六

.

†

る
。
由
来
我

国
域

は
劃
外
開

係

に
付

て
寧
ろ
紳
縄
過

敏

の
誹
を

受

く
る
程

に
鋭

敏

て
あ
り
、
從

っ
て
劃
外

国
是

.

ε
国
民
道
徳

ご
は
密

切
不
離

の
關

係
を
有

し
て
居

る
の
て
あ

る
が
日

露
戦
争

時
代
ま

て
は
新

興
国
民

こ
し

て

の
元

一

氣

か
充
「温
し
、
國
民
生
活
か

一
磯
に
幼
稚
な
か
ら
も
緊
張
し
て
居
投
。
是
れ
當
時
ま
て
我
国
民
は
鰍
米
強
国

の
不

常

の
墜
氾
に
謝
し
て
自
国
の
正
賞

の
権
利
を
生
.張
す
る
こ
ご
に
全
力
を
注
中
し
、
即
ち
人
心
の
奥
底

に
国
際
的
正

.

義

の
主
張
か
存
在
し
、
此
正
義

の
主
張

か
實
に
熱
烈
な
る
愛
国
心

の
殆
ん
ご
只

一
の
内
容
を
鯛
レ
て
居

穴
か
ら
て

.

あ
る
。
然

る
に
日
露
戦
争

に
由
り
濁
立
国

と
し
て

の
基
礎

か
固
ま

っ
て
以
豪
の
國
民
生
活
の
獲
展
を
見

る
に
、
智

識

と
経
済

ご
に
は
相
當

に
…進
歩
を
呈
し
穴
が
、
道
徳
上

の
活
力

に
は
頻
ふ
る
弛
緩
し
屡
類
し
な
黙
が
現
は
れ
て
來

　
穴
。
本
年

の
米
償
暴
動

の
如
き
も
困
民

の
上
下
を
通
し
て
道
徳
的
に
廃
頽
し
た
こ
ご
を
示
す
も

の
ご
見

る
へ
き
こ

一

巌

暫

諭
し
た
暫

、
あ
る
が
、

芳

に
灘

聚

菟

詮

軍
国
主
祭

至
磐

極
め
、
更
に
脛
濟
の
進
芝

一
由
て
財
力

の
飴
裕

の
少
し
く
狡
生
す
る
に
從
っ
て
経
済
的
帝
国
主
義
も
主
張
せ
ら
れ
、
内
政
に
於
て
濁
逸
流
の
模

一
倣

の
盛
な
る
か
如
く
、
外
交
に
も
猫
逸
流
か
模
倣
せ
ら
れ
な
。
其
結
果
我
国
に
接
鯛
ず
る
支
那
や
露
西
亜
に
於
て

.

極
度

の
排
日
思
想
か
起

つ
た
の
み
な
ら
す
、世
界

を
墨

っ
て
我
国
を
第
二
の
猫
逸

ご
目
す
る
か
如
き
勢

ε
な
つ
穴
。

野
外
關
係
に

於
て
国
家

か
唯
物
的
勢
力
主
義

の
貴
行
を
理
想
こ
し
、
正
義
や
人
造
を

顧
慮
し
な
い
場
合

に
於
て

進
歩
し
つ
N
あ
る
國
民
に
謝
し
此

の
如
き
園
家
を
衷
心
よ
り
愛
し
、
之
が
嬬
め
に
全
身
を
捧
げ
よ
ご
要
求
す
る
こ

一
ε
は
頗
ふ
る
困
難

ご
な
ら
さ
る
を
.得
な
い
。
日
露
戦
築
彼
我
國

に
於
て
人
心

か
頗

ふ
る
懐
疑
的
ご
な
り
、
更

に

進

み
て
非
愛
国
を
高
唱
す
る
者
を
生
す
6
に
至
つ
な
如

き
は
必
し
も
偶
然
ご
云
は
れ
ま
い
。
我
國
は
西
洋

ご
異

っ

て
宗
激
か
人
.沿
を
支
配
す
る
力
乏
↓
く
、
叉
人
道
思
想

の
爽
達
も

佃
ほ
甚
楚
幼
稚
な
る
に

反
し
、
愛
姻

ご

云
ふ

8

,

噛



之

議

國
民
道
徳
上
非
常
に
契

の
地
位
を
占
め
、
他
の
諸
徳
の
淵
源
寛

ら
る
養

て
あ
兎

此
の
如
く
人
心

馨

の
中
.雷

爲
す
所
の
聚

共
物
の
見

か
喬

金
納
に
・
て
人
生
に
光
明
を
興
ふ
る
も
の
た
る

へ
き

は

勿

論

、屡

か
其
島

を
達
ず
・
所
の
手
段
響

國
是
・
禦

・
も
の
も
、進
歩
し
了

あ
・
時
代
懸

の
是
認
し
共

箪

・
・
の
て
・
毛

壕

領

.
西
洋
柊

・
・
国
是
・
立
・
・
に
多
劣

過
馨

築

も
國
氏
道
塗

妻

そ

重
大
の
不
利
を
生
し
な
い
・
し
て
も
、
我
国
に
於
て
比
熱
に
糞

を
爲
芝

譲

国
民
道
徳
の
淵
源
を
混
濁
せ

忍

る
こ
毛

あ
っ
て
共
影
響
の
及
ふ
質

莫

て
あ
・
。
彼
の
軍
園
主
讐

綺

人
よ
り
も
国
民
の
叢

心
に　

一

悪

。
磐

ご
孕

る
・
常
手

・
が
、
彼
等
・
し
垂

歩
せ
・
罠

・
心
底
・
・
蕎

す
る
を
難
ず
る
加
如
き
.

禰

是
豊

て
湿

て
之
を
国
家
に
淫

せ
し
め
ん
芋

を

譲

讐

・
る
の
蒼

き
あ

て
め
る
・
而
し
て
人

心
か
籍

す
る
ご
・。
は
其
下
に
旭
岳

の
馨

運
動
の
如
き
も
.讐

の
形
藻

　

眞
の
肚
露

善
か
行
は
れ
す

し

て
徒
、
に
安
寧
秩
序
か
離

せ
ら
れ
、
耐
寓

生
活
力
か
盤

・
離

せ
ら
れ
る
こ
蕃

見
れ
な
い
・
此
の
如

.

き
国
家
は
外
国

の
侵
略
墜
迫
を
待
た
す
し
て
自
滅
に
陥
ら
さ

る
を
得
な
い
の
て
あ
る
・

響

の
建
國
寛

・
に
並.
議

事
及
普
綴

箏

慧

・
、
我
明
灘

新
品

後
・
て
帝
國
の
基
磐

確
立
し
.

劣

て
あ
。
が
、
其
讐

箆

に
於
て
智
識
や
舞

は
頗
ふ
・
鍛

に
蓬

・
慧

も
・
道
笙

活
の
走

量

…
大
の
離

か
現
は
れ
、
ラ
鉱

爲
・
世
人
は
蔓

欝

國
・
蓬

禽

芒

、
英
国
碇

界
に
蓼

聾

て
以
沓

奮

上
を
慧

し
て
需

ほ
風
嬰

・
・
、
國
民
簿

鮮
・
活
力
・
掌

る
に
反
し
・
響

棄

し
て
能
く
英
国

の
雰

の
、氷
さ
も
其
鷺

を
落

し
得

へ
き
や
を
疑
問
手

・
に
竃;

た
・
鋸

の
舞

國
是
塞

釜

國
的
及

.

慧

的
蘇

主
藷

出
て
支
配
せ
ら
れ
、之
・
現
護

策
講

・
て
英
佛
外
交
・
迂
愚
を
里

・
だ
の
て
あ
る
が
・

撃

問
題

署

鐘

・
於
げ
義

國
・
護

国

菱

巻

(笹

號

九
七
、)

九
七

圃

9



…

,

華

麗

蒲

塞

F
於
・
ろ
我
国
の
嚢

,

更

巻

・篁

続

き

突

缶

。
。
國
内
・
於
・
も
人
心
か
疲

・
現
護

策
磐

努

、
所
鶉

碧

慧

西
化
か
行
は
る
主

従
乳

確
鵠

勢

主
萎

弄

せ
・
れ
・
、島

・
爲
筐

手
撃

選
・
・
る
舞

・
蓋

か
増
長
し
・老
農

裏
し
て

審

嚢

は
井
募

勢
力
・
以
・
下
層
階
級
・
風
靡
・
、
從
っ
て
難

長

場

欝

勇

の
街
経

盛
姦

む

～る
側
管

、
早
-
も
道
徳
的
活
力
の
弛
緩
・
示
・
ヨ

あ
鬼

.
今
次
・
墨

・
於
け
る
鍵

の
矢
野

如
き
も
、

激

職

。
勢

・
爲
・
振

ら
れ
・
芸

ふ
・
・
は
、
寧
・
自
己
・
暴
力
笛

昌

か
禽

婁

暮

す
へ
き
.

簸

蕪

糟
羅

驚
歌競灘
麓

雛
額

慧

聾難

一

ε

て
。
蕩

書

。
、其
道
欝

勇
氣
か
堕

・
旺
盛
て
あ
・
。
是
・
縫

・
・
原
因
か
あ
ら
う
・特
髭

面
國

…
か
、歪

中
立
條
約
。
由
り
蕎

立
・
保
障
せ
£

・
居
る
こ
　

養

大
原
因
て
あ
ら
う
が
・
之
高

覧

翫

一
國
は
自
国
存
立
の
必
要
よ
-
し
て
世
界
の
羅

垂

誓

を
難

・
る
こ
慧

袈

・
國
書

し
・
漂

法
姦

戻

せ
し
む
る
こ
。
を
國
民
の
天
職
ε
し
て
之
・
爲
・
・
誠
意
努
…

　

・
を

遠

大
に
罠

轟

の
板

書

助
け
な
。
め
て
あ
ら
・
.
含

・
聖

世
塁

健

民
鶴

見

・
高
　

・
各
国
民
睾

蓄

窪

養

「す
ご
。
か
世
界
。
大
勢
ε
な
・
て
居

る
嚢

・
於
て
は
、
勢

砦

爵

妻

・
審

問
は
す
・
之
を
濫
用
し
即

誕

薪

嚢

耀

愛

饗

こ
、
に
由
力
自
国
の
殿
展
を
圖
る
の
国
是
を
探
菌
こ
　

、
重

聘

じ藤

醗

酵
難
麗
航れ馨

難

難

擬
鞍

坊舅

■,



隻

方
面
に
農

本
方
針
潅

立
・
、
更
極

會
あ
・
毎
・
簗

・
・
て
・
騰

・
汎
く
此
嚢

の
確
立
に
同
意

謹

め
、
即
ち
馨

の
肖・「吉
口・
・
戦
書

的
・
驚

膣

行
藁

求
・
・
馨

経
過
中
に
於
て
着
々
列
国
の
意
向

一
を
取
纏
め
て
置
さ
、
霜

塞

を
開
く
際
に
は
護

上
既
・
大
讐

習

・
最

上
・
て
居
・
姦

き
蕪

に
.進

一
む
へ
き
こ
蕃

表

。
、
砦

如
き
努
力
・
箏

・
付
て
粟

国
・
共
鳴
養

助
話

得
る
量

の
多
大
に
存
す

万

こ
・
を
認
め
、
面

に
我
・
・
馨

・
災

事
泥
的
・
嫁

・
行
・
・
経

-
に
微
力
て
　

が
・世
異

類
の

蟄

歪

磐

主
張
す
る
・
は
充
分
岩

力
て
あ
る
こ
器

主
張
し
ぢ

・
あ
・
が
・
歪

に
し
て
馨

暴

の

搬

か
舞

肇

は
概
。
反
封
の
傾
向
を
探
り
來
つ
・
こ
・
箭

・
述

・
・
聖

て
あ
・
.
予
薔

裳

皐

審

彦

覆

。
機
重

し
て
大
に
茜

か
国
際
整

義
・
爲
麓

薩

・
、
武
力
的
及
馨

的
帝
国
嚢

の
縫

の

一
働
熟

.だ

努
力
す
る
こ
蕃

璽

芸

・
を
得
課

。
予
輩
の
養

す
・
所
は
倉

ウ
イ
"
ソ
・
の
主
張
す
る

所

ご
轟

を

「
。
喀

あ

て
あ
・
か
ら
、
我
國
の
聖

の
努
力
は
決
・
て
舞

に
締
す
る
も
の
覚

る
再

な
.

。
。
假
,
。
茜

。
努
力
か
充
分
姦

果
を
奏
・
な
か
寝

手

・
も
、
之
に
由
義

か
国
民
道
警

振
興
し
・

我
国
の
畿

.心
に
警

内
容
を
與

へ
て
矯

た
星

蓼

生
せ
し
め
・
芸

ふ
欝

的
策

に
至
て
は
葵

て
あ

。
世
人
か
往
々
茜

の
世
器

於
け
昊

警

束
要

明
の
馨

養

す
に
穿

芸

ふ
か
如
き
も
・
國
民
に
高

歯

の
理
想
を
與

・
・
道
警

振
興
・
要

ん
手

塵

外
・
鼠

・
て
あ
る
が
・
此
の
如
妄

明
礬

の
天
磐

攣

爲
め
に
義

國
は
先
つ
以
て
各
國
民
の
生
藻

急
募

原
則
を
確
芒

・
各
畏

を
し
て
其
特
殊
の
文
化
を

畠

。
叢

芒

む
る
芸

ふ
國
際
的
正
義
盛

馨

ね
は
・
鼠

害
て
あ
・
.
(完
)

撃

・
題

霜

嘉

・
於
・
義

國
・
護

第
八
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